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蒸発散量の差（P-E）は河川流量に対応しており，P-E の変動は上空の水蒸気輸送の影響を強く受ける（Zhang et al. 






慮することでずれは小さくなり，河川流量の年々変動には P-E が支配的であることを明確に示した。 
過去 70 年間に観測された河川流量データは，先行研究と同様に 1980 年代から 90 年代半ばにかけてレナ川とオ
ビ川の流量が負相関であることを示し，これには大気循環の東西シーソーパターンが影響していた。一方で 1990






















は ， フ ラ ッ ク ス の お お よ そ の 違 い






北極の白い領域は 2012 年 3 月の海
氷分布，北極海中心部のハッチ は
最小を記録した 2012 年 9 月の分
布。陸域のカラーは標高，灰色線お
よび黒線（シベリア三大河川）は河
川網（大島 2015 より）。 
  












CHANGE による実験の結果，北極河川では近年の昇温によって最大氷厚は平均の 166cm から過去 31 年間（1979
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